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令和４年度第５回小山市立生涯学習センターの連携等に関する運営懇話会 

会議結果報告書 

１．日  時  令和４年６月３０日（木）１４：００～１５：３０ 

２．会  場  小山市立文化センター 小ホール 

３．出席委員  １４名出席（４名欠席） 

４．懇 話 会 

  

◆議事及び事務局説明事項 

(1) 報告事項 

１「前回（第４回）の懇話会について」 

  前回の懇話会を踏まえ、本会設置の経緯について補足説明 

２「市民アンケート結果について」       

(2) 議事及び事務局説明事項 
１ 提言書（案）について 

 ２ 意見交換 

 

上記について、報告及び説明を行い、ご審議をいただきました。 

委員からの主な意見等は次のとおりです。 

 
【委員の主な意見等】 

質問・意見等 事務局回答 

・提言書（案）の文字について、「子供」

の「供」という字は、ひらがなで「子ど

も」としていただきたい。 

・そのようにいたします。 

 

・提言書（案）P3「社会教育主事及び社

会教育士の配置に関すること」につい

て、「社会教育士（特に教育委員会職員

でなくても、行政職員でなくても、必要

条件を満たせばだれでも称することが

できる）」のうち、「必要条件」というの

はどういうことを指すのか。 

・社会教育士の資格は令和２年度に

文科省によって創設されたもの。 

・社会教育主事の資格をとるために

は、大学や研修等で必要単位数を取

得後、実務経験を３年以上経た上で

教育委員会が発令する必要がある。

そのため、社会教育主事は行政職員

かつ教育委員会職員でないと発令

されないものである。 

・社会教育士は大学や研修等で必要

単位数を取得すれば、行政職員でな
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くても、民間企業や NPO団体などの

方が名乗ることができるようにな

ったものである。 

・提言書（案）P4「人材育成」のうち、

「自立し成長した市民となるための」と

いう部分はどのように捉えればよいか。 

・「自立し成長した市民になる」という

のはどのような市民になっていけば望

ましいのか、そうでなければいけないの

か。 

・前回の懇話会で、「自主企画講座を

市民の皆様が体験することで成長

していくことを大変期待しており

ます」との発言をいただいたことを

踏まえたもの。 

・事務局の意向としては、自主企画

ができて、自分たちでいろいろな講

座ができるようになるとよいなと

いう思いがあったが、もう少し分か

りやすい表現としたい。 

・「自立し成長した市民」について、前

回発言した者だが、「ただ学んでああよ

かっただけではなくて、自ら学びを見つ

けにいってその課題を読み解き、新たに

企画する側に立って発信する」という取

り組みが素晴らしいという意味での発

言だった。 

・「自立した、成長した市民を多く生み

出していくことは小山市にとっても市

民協働につながるし、これから生涯学習

センターを運営していく上での大きな

力になると思う」という意味あいで発言

した。 

 

・いただいたご意見を汲んで、事務

局で手直しをしていきたい。 

・この提言書は、これからの５年間で土

台をつくっていくというもので、市が生

涯学習の全体を把握した上で行うとい

うことだが、この５年間で生涯学習セン

ターに生涯学習係を持っていくという

という、既にそのような方向性というこ

とでよろしいか。 

・この方向性で動いていくための経費

の件などいろいろな関係でどうかと思

うところがある。利用者としてはもう少

し余裕のあった運営ができるとよいな

・前回の懇話会で令和５年度からの

５年間については生涯学習係の全

員が生涯学習センターへ行き運営

をしていきたいというご説明をし、

それに対して了承をいただいたこ

とからこちらの提言書につながっ

たと考えている。 



  別紙１ 

3 

 

と思っているが、このまま進めるという

ことであれば、市民のための講座内容と

なるようにしていただきたい。 

 

・進捗状況やコスト、施設の稼働率など

について検証するための検証委員会の

ような機関を毎年設けていただきたい。 

 

・検証機関については、提言書（案）

の P3 に「運営委員会を設置するこ

と」と記載しており、今後は条例改

正を行った上で、生涯学習センター

運営委員会という形で設置する予

定である。この運営委員会は、今後

の生涯学習センターのいろいろな

事業等について検証していただき、

ご意見をいただくものである。 

・提言書をいただいた後、１２月議

会に上程をする予定。承認をいただ

ければ、今年度３月までに運営委員

会メンバーの選出依頼をし、来年度

４月からご意見をいただきながら

生涯学習センターの運営をしてい

きたいと考えている。 

・運営委員会については、懇話会の

メンバーの方にもぜひ入っていた

だき、継続してご意見をいただきた

いと考えている。また、その他、若

い方にもメンバーに入っていただ

きたいと考えている。 

・運営委員会は、実際どのように運営す

るかについて検討するものなので、経験

や知識のある方が入る必要があると思

う。 

・懇話会は学識者や法律家などいろい

ろな専門性を持った方が入るとよいと

思う。 

・来年度の懇話会では、令和５年度

の生涯学習センターがこのように

なっているというご報告をさせて

いただきたいと考えている。 

・運営委員会については、いろいろ

な検証などをしていきたいと考え

ている。 

・フォーラムやアンケートについて

も、今後継続していきたい。 

 

・懇話会についてなぜ任期が２年なの

かと不思議に思っていたが、要は少なく

・おっしゃるとおりです。 
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とも１年半くらいはお目付け役として

必要とされるという考え方でよろしい

か。 

・提言書（案）の付帯意見の位置づけに

ついて。生涯学習センターでそれが実現

できるかどうかをチェックする視点と

して捉える必要があるのでは。 

・提言書（案）P5④「生涯学習センター

が子供達の学びや成長を支える地域の

取組を支援することを望む」について。

→主目的は子どもの育ちとし、関わる大

人のつながりづくりから地域づくりに、

という方向性から「子どもの育ちを軸に

据えた市民の絆づくりの推進を望む」と

し、その下に箇条書きで「地域全体で子

どもの学びや育ちを支えるための体制

づくり」、「地域住民の子どもの教育に関

する当事者意識の高揚」、「市内の小・中・

義務教育学校、高等学校、高等教育機関

との連携強化」「市内の地域学校協働活

動の情報共有」がくると良いのでは。ま

た、前回の懇話会で家庭教育支援につい

て重要なキーワードが挙がっていたこ

とから、「家庭教育支援の充実」「親の育

ちとつながりづくりを応援する学びの

機会の充実」「親子を孤立させない取組

の推進」「支援のネットワークを広げる

体制づくり」「子どもを核とした市民相

互信頼の構築」等も入れると良いので

は。 

・提言書 P5⑤「人生１００年時代を見

据え、自らの人生を設計する過程におい

て、全ての人の生涯にわたって活躍する

ために必要な学びの場となり充実する

ことを望む。」について。 

→少し長いため、国の第三期教育基本計

画のキーワードも用い、「共生社会の実

現に向けた生涯学習の充実を望む。」と
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いう表現が良いのでは。また、その下の

箇条書きは、それぞれ、 

ア）「人生１００年時代を見据えた生涯

学習の展開」→「全ての人が多様なライ

フステージに応じて、学ぶ幸せを実感で

きる生涯学習の推進」 

イ）「多様な人が供に生き生きと学べる

学習機会の充実」→「障がい者の生涯学

習の推進」、「外国人住民を対象とした学

びの支援と「地域住民」としてコミュニ

ティに積極的に参加できる豊かな地域

づくりの推進」 

等の表現にすると良いのでは。 

・提言書（案）P4③「子供たちや若者が

事業計画の立案から参画し、多彩な事業

で活躍できる仕組みが作られることを

望む。」について。 

→大きな目的・ビジョンがみえないた

め、「次代の小山市を創造する子ども・

若者の自己形成のための支援を望む」と

し、その下に P4 の言葉を加えていくと

よいのでは。 

・上記提案について。学校教育の先生方

が受け入れることのできるような具体

的な施策をもとに言わないと、現場の先

生方は困ってしまうのでは。小山市に実

際に存在している団体や、市の支援体制

を把握し、具体的な案をつくった上で文

言をつくっていくと良いのでは。 

・より現場の子どもたちに届けていく

ということから、今後運営委員会なり協

議会なりに継続的に託される仕事にな

ると思う。市役所が建設的に提案やリー

ダーシップをとって、現在の具体的な問

題点や課題などを踏まえて議論ができ

ると良い。 

（鈴木正俊委員） 

・教育委員会部局だけではなく、他

部局との連携、市民が中心になって

活動している団体との連携等視野

に入れて、具体的に考えていければ

と思う。 

 

・今後５年間の進め方について。１年ず

つ運営委員会等で進捗が管理されるの

・基本理念は５年間で計画してい

る。今後については、長期のものと
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か、５年の中で「１年目はこういうこと

をする」というように具体的なことを検

討するのか。 

年次計画等と組み合わせてつくっ

ていけたらと考えている。 

・付帯意見１～６それぞれの項目につ

いて、もう少し統一できると良いので

は。具体的な部分が挙がっているところ

とそうでないところについても、もう少

し調和をとった文章になると良い。 

・そのように検討していきたい。 

 

・市長、教育長への提言ではあるが、こ

の提言書を基に実際は活動するのだか

ら、一つ一つの言葉をかみ砕いて、誰が

見ても分かるような形でまとめる必要

があるのでは。 

・言葉についてもう一度全部見直

し、誰にでも見やすく、分かりやす

い表現になるよう検討していく。 

・今まで出てきた問題に対しての目標

がある程度書かれているのが今回の提

言書だと思うが、今後はそれを基にどの

ようにアクションしていくか等の具体

案を進めていくことが、市民にとっては

より分かりやすい方向性になると思う。 

・委員の皆さんと一緒につくった提

言書は、生涯学習として目指してい

くべきものだと強く感じている。全

てを４月から一斉に行うのは難し

いが、少しずつ一つ一つ手掛けてい

けたらと考えている。 

・この懇話会発足にあたっての一番の

問題は、生涯学習センターが委託の場合

と直営の場合のコストの部分が挙がり、

議会で議決されなかったことだと思う

のだが、このことについて提言がなくて

良いのだろうか。 

・私たちは資料があるので分かるが、一

番の課題だったものについての回答が

提言書に入っていなくて大丈夫なのか。 

・提言書（案）P2に「今後の小山市

の状況に応じた運営形態を探るた

め、令和５年度からまずは５年間を

部分委託も導入しながら生涯学習

センターを市職員による直営によ

って運営するととともに、事業計画

を職員が直接担い、試行期間として

実践する期間とすることが適当で

ある。」と記載をしており、前回の懇

話会でコスト面についても説明を

させていただいた。 

・具体的な数字は提言書には入れな

いものと考えているので、提言書

（案）P2の「時流に合わせた理念と

コストのバランス」といった部分で

意識して表現している。 

・コストについて、懇話会に入っている

市議会議員の３人の方たちも納得した

のだからそれでよいと思う。 
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【その他】 

・条例については今後事務局一任とし、今回事務局が説明した方向性でとり

まとめて議会で判断いただくということで委員の皆様の了承を得た。 

・提言書（案）P6「おわりに」については、陣内会長が委員の皆様の代理とし

て執筆することになった。 

・次回の懇話会では、今回の意見を踏まえた上での最終案（確定版）を事務局

が提示し、委員の皆様に最終確認していただき、確定としたい。 

 

 

 

◆次回の日程(7/11開催)についてご連絡し、閉会しました。 


